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北海道
●高木晴光 （特）ねおす 理事長
●宮本英樹 （特）ねおす 専務理事・コーディネーター
●渡辺保史 北海道大学科学技術コミュニケーター養成ユニット 特任准教授
青森県
●高田敏幸 （特）岩木山自然学校 代表
岩手県
●吉成信夫 （特）岩手子ども環境研究所 理事長
宮城県
●佐々木豊志 くりこま高原自然学校 代表
秋田県
●打矢繁美 （特）あきた海辺の自然学校 会長
山形県
●新田喜平 （特）ふるさと復興機構 理事長 /山形県文化環境部みどり自然課 課長補佐
●星川　直 （特）グラウンドワーカーズ 理事
福島県
●進士　徹 （特）あぶくまエヌエスネット 理事長
●松崎和敬 （特）いわきの森に親しむ会 理事長
茨城県
●飯島　博 （特）アサザ基金 代表理事
栃木県
●加納麻紀子 （特）塩谷町旧熊ノ木小学校管理組合 事務局長
群馬県
●宝珠山恭子 ぐんま環境教育ネットワーク(green-net) 理事
埼玉県
●浅野正敏 建築家／（特）天覧山・多峯主山の自然を守る会 代表理事
千葉県
●鹿熊　勤 フリーランスライター（ビーパル地域活性化総合研究所主任研究員）
東京都
●青木将幸 青木将幸ファシリテーター事務所 代表

　●阿部　治 立教大学 教授
●壱岐健一郎 （有）リボーン 代表取締役／（特）エコツーリズム・ネットワーク・ジャパン 代表理事
●井東敬子 リードクライム（株） 取締役
●岩崎由美 Project WAVE 代表
●上田英司 （特）NICE（日本国際ワークキャンプセンター） 事務局長
●梅崎靖志 風と土の自然学校 代表
●江本嘉伸 地平線会議 代表世話人
●大浦佳代 海月 sea moon 代表
●岡島成行 大妻女子大学 教授／（社）日本環境教育フォーラム 理事長
●木邑優子 （有）グレイスアカデミー
●国安俊夫 小田急電鉄（株） CSR・広報部 課長
●栗原賢治 （有）ユナイテッド・プロジェクツ 代表取締役
●小林天心 観光進化研究所 代表／亜細亜大学経営学部 教授
●嵯峨創平 （特）環境文化のための対話研究所 代表
●桜井義維英 （特）国際自然大学校 校長
●佐藤初雄 （特）国際自然大学校 理事長／（特）自然体験活動推進協議会 代表

★●重　政子 （特）持続可能な開発のための教育の10年推進会議 代表理事
●宍戸信一 （財）都市農山漁村交流活性化機構 次長
●下村彰男 東京大学大学院農学生命科学研究科 教授

★●中垣真紀子 （特）日本エコツーリズムセンター 事務局長
●中西紹一 （有）プラス・サーキュレーション・ジャパン 代表
●中野民夫 ワークショップ企画プロデューサー
●長与純三 シニア旅行カウンセラーズ 代表理事／元日本エコツーリズム協会 事務局長
●橋谷　晃 木風舎 代表
●福井　隆 東京農工大学大学院 客員教授
●降旗信一 東京農工大学大学院 准教授
●古瀬浩史 （株）自然教育研究センター 取締役
●宮川　浩 （財）自然環境研究センター 部長代理・主席研究員
●森　高一 （株）アーバン・コミュニケーションズ 環境プロデューサー

★●山中俊幸 エコツアー・ドット・ジェイピー 編集人／（株）クールインク 代表
神奈川県
●海野義明 （特）オーシャンファミリー海洋自然体験センター 代表理事／
 （特）海に学ぶ体験活動協議会 代表理事
●加藤則芳 （特）日本トレッキング協会 常任理事／（特）信越トレイルクラブ 理事
●近藤純夫 エッセイスト／翻訳家
●長谷川孝一 ama水辺の自然文化研究所 代表／地球の楽校 事務局長
●高木幹夫 （株）日能研 代表取締役
●三好直子 懐かしい未来ネットワーク 運営委員／ネイチャーゲームトレーナー
●吉田直哉 神奈川県自然環境保全センター／（特）丹沢自然学校
新潟県
●関原　剛 かみえちご地域資源機構（株） 顧問
●高野孝子 （特）エコプラス 代表理事
富山県
●佐伯高男 立山自然学校 代表

石川県
●南　修 （特）白山しらみね自然学校 事務局長
山梨県
●川嶋　直 （財）キープ協会
●小林　毅 帝京科学大学 教授／日本インタープリテーション協会 代表
●曽根原久司 （特）えがおつなげて 代表理事／山梨大学 客員准教授
●高田　研 都留文科大学 教授
●田村孝次 （株）カントリーレイクシステムズ 代表取締役
●若林千賀子 若林環境教育事務所
長野県
●辻　英之 （特）グリーンウッド自然体験教育センター 代表理事
●中澤朋代 松本大学総合経営学部観光ホスピタリティ学科 専任講師
岐阜県
●稲本　正 オークビレッジ 代表
●河合美世子 （特）こうじびら山の家 理事
●北川健司 （株）アウトドアサポートシステム 代表取締役
●西田真哉 トヨタ白川郷自然學校 校長
●萩原裕作 岐阜県立森林文化アカデミー 講師／野外自主保育「森のだんごむし」
静岡県
●青木　昇 静岡県賀茂地域支援局 局長
●田中啓介 ホールアース自然学校 事務局長
●壇野清司 静岡県立三ヶ日青年の家 所長

★●広瀬敏通 ホールアース自然学校 会長
愛知県
●村上忠明 （特）こどもたちのアジア連合 代表
三重県
●大西かおり （特）大杉谷自然学校 校長
●内山有紀子 くまの体験企画 代表
滋賀県
●中村　達 アウトドアジャーナリスト・プロデューサー・コンセプター
京都府
●西村仁志 環境共育事務所カラーズ 代表／同志社大学 准教授
●高山　傑 （特）エコロッジ協会 代表理事／The International Ecotourism Society 理事
大阪府
●辰野　勇 （株）モンベル 代表取締役会長
●島添　誠 （株）モンベル アウトドアチャレンジ 課長
兵庫県
●大滝あや Eco-Navi研究所 代表
広島県
●河野宏樹 環境教育事務所 Leaf 代表
●志賀誠治 人間科学研究所 所長
山口県
●徳永　豊 スリーヒルズ・アソシエイツ 代表
徳島県
●伊勢達郎 （特）自然スクールトエック 代表／TOEC幼児フリースクール 代表
高知県
●岡田充弘 海癒 代表
●神田　優 （特）黒潮実感センター センター長・理事
●清家敬太郎 エコ幡多 代表
●山田高司 四万十ガイヤ自然学校
福岡県
●井手修身 イデアパートナーズ（株） 代表取締役
●小林和彦 茶のくに研究所 主任研究員
●養父信夫 （株）マインドシェア 九州のムラへ行こう 編集長
長崎県
●北島淳朗 地域づくりファシリテーター
●高砂樹史 （特）おぢかアイランドツーリズム協会 専務理事
熊本県
●坂元英俊 （財）阿蘇地域振興デザインセンター 事務局長
●山口久臣 野外教育研究所IOE 所長
鹿児島県
●浜本奈鼓 （特）くすの木自然館 専務理事
●日下田紀三 写真家／屋久島セミナー 主宰
沖縄県
●浅子智昭 がじゅまる自然学校 校長
●伊谷　玄 （特）西表島エコツーリズム協会 理事・事務局長
●大堀健司 エコツアーふくみみ 代表
●加蘭明宏 沖縄体験ニライカナイ 代表
●島袋徳和 やんばる自然塾 代表
●中根　忍 やんばるエコツーリズム研究所 代表
USA
●江崎絢子 国際エコツーリズム協会（TIES） Director of Communications
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日本エコツーリズムセンター
（エコセン）は、地域活性化
のポイントは「地元を愛す
る人を育て、自立すること」
と考えています。“箱もの”で
はなく“人”に投資すること
こそが、持続可能な地域を
つくると確信しています。
 

「地域が活性化する」とは、
具体的にはどういうイメー
ジでしょうか？
たとえば、「地元を出ていっ
た若者が戻って来る」、「地
域のサークル活動が活発
になる」、「時間を持て余す
しかなかったお年寄りたち
が、仕事を再開する」……。
それは現役時代の仕事かも
しれませんし、地域に古くか
ら伝わる知恵や技術を今に
活かしたり、子供や孫に伝
承する仕事だったりします。
また、「地域が元気になって
いることが、他の地域に知
られるようになる」などもあ
げられるでしょう。
 
地域活性化を達成するため
の有効な手段が「エコツー
リズム」です。
エコツーリズムは、エコツ
アー（環境保全型旅行・持続
可能な旅行）の背景となって
いる考え方。エコツーリズム
を利用した地域の魅力を再
発見する活動が、活性化の
第一歩になります。地域の

自然、文化、風習、歴史など、
地域に住む人たちが地域の
もつ魅力にあらためて気づ
き、自分たちの存在や役割
を知ることが、その地に住
む者としての「誇り」を回復
していきます。
 
エコツーリズムを活用した
地域活性化の第二歩目は、
エコツアーの実施に必要
な、あるいは地域活性化に
必要な課題と目標を立てて
いくことです。
また、地域の担い手となる
人材を育てることが、地域
を愛する人たちを増やし、
一人ひとりの創意工夫を促
し、同じ思いを持った仲間
たちを集めることにつなが
ります。地域を盛り立てる
キーマンも、ここから現れる
でしょう。

「人」を育てることが地域
に希望を生み、その地域が
持っていた独自の文化や産
業をふたたび沸き立たたせ
る原動力となるのです。
 
このような地域づくりをエコ
センはお手伝いしたいと思っ
ています。地域を豊かにする
ことが、日本の美しい自然
や文化を守り、地球規模で
の環境保全や、戦争のない
平和な世界をつくることに
つながると信じるからです。
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日本エコツーリズムセンターっ
てどんなNPOなの？  
エコツーリズムの第一線で活
躍する実践者、研究者らが集

まった、全国的な組織だよ。地域を
元気にするエコツーリズムを普及
するために、地域や事業者を支援し
たり、エコツアーをみんなに知って
もらうために、「エコツアー・ドット・
ジェイピー」というウェブサイトを運
営している。日本エコツーリズムセン
ターは「エコセン」って呼んでね。ケロ。
「エコツーリズムで地域を元気
にしよう！」って、どういうこと

なの？ そもそも「エコツーリズム」
と「エコツアー」はどこが違うの？ 

エコツアーをひとことでいえ
ば「環境保全型の旅行」のこと。

環境と観光の調和をとり、自然や地
域固有の文化を壊したりしない旅
行、つまり、環境にやさしい旅行のこ
とだよ。一方のエコツーリズムは理
念や考え方で、エコセンでは、エコ
ツーリズムを地域の発展を促す有
効な手段と位置づけているんだ。 

そのエコツーリズムで、どうやっ
て地域を元気にするの？  
地域が元気になるには、若者が
いることが不可欠だけど、なぜ

若者は地域を出て行っ
ちゃうんだろう？ 

やりたい仕事がなかったり、娯
楽もあまりなかったりするから、

つまんないんだと思うな。 
地域の仕事や農業、地域の文化、
家族を含む地域住民との人間

関係に、誇りや愛情を持てなくなっ
ているからともいえるよね。 

そうね。誇りや愛情があれば、
思いとどまる理由のひとつにな

るわよね。 
若者だけでなく、その両親やそ
の上の世代の人たちも誇りを

失いつつあると、エコセンでは考え
ているんだ。
地域に行くと「ここにはコンビニも
ない、何もないつまらないところ」
「農業のようなつらい仕事は子供た
ちに継がせられない」、「自分の楽
しみは、パチンコとゲートボールだ
け」、というような寂しい話を聞くこ
ともあるんだよ。
でも、「何もない」と地域の人たちが
思っているところに、都会の人たち
がエコツアーなどで行くと実はすご
く感動しちゃうものなんだよ。
手入れされて美しい里地・里山、小
川のせせらぎ、採れたての食材をつ
かった手料理、カゴや織物などの手
づくり品、道具、お祭り、遊び、風習、
水、空気、風の音、野鳥のさえずり、
虫の音、蛍、夕焼け、星空、情緒、人情

……。何もないどころか、都会にはな
いすてきなものばかりがある。 

あるある。だからわたし、田舎
大好きなんだ。 
そうしたものを素直に「すてき
だ」と言うと、地域の人たちは驚

き、そしてすごく喜ぶ。自分たちのふ
だんのくらしや環境、昔から受け継
いできたものは、実は誇りに思って
いいもの、都会人にはうらやましい
ものだと、気づくんだよ。

そうよね。誰か他人に認められ
て初めて、自分という存在を確

認できたりするものよね。
その誇りの発見というか、再生
をお手伝いしようというのがエ

コセンなんだ。

具体的にはどんな活動をエコ
センはするの？
講演会やシンポジウム、エコツ
アーガイド講習会、地域コーディ

ネーター講習会、エコツアーカフェ
などを通じて、地域に人々が集まる
「場」をつくり、地域にあるものを再
発見してもらったり、人と人とのつな
がりを新たに構築してもらうんだ。

外部の人が言ってくれないと、内
部の人には分からないことってあ

るよね。エコセンからは誰が行くの？
「世話人」たちさ。地域に根ざし
たエコツーリズムを実践してい

る人や、地域活性化のために全国を
歩いている研究者や指導者たちで、
このエコツーリズムの世界では有名
な人ばかり。世話人は、地域が元気
になるにはどうしたらいいかといっ
た事例や、エコツーリズムを地域に
根付かせるための具体的な方法論
を知っている。

世話人って、地域に元気をも
たらす「世話人」であり「地域

の応援団」なんだね。地域でエコツ
アーをつくったりもするの？

地元の人たちに向けて、地域の
よいところを再確認するエコ

ツアーをつくり、子供も大人もみん
なが参加するようになれば、自分た
ちの住む土地をもっと好きになれ

るはずだよね。さらに、都会の人を
呼べるようなツアーをつくることが
できれば、都市との交流が生まれ、
若者を地域に強力に引き留める有
力な産業のひとつになる。
エコツアーを行う人だけでなく、宿泊、
交通、飲食店、お土産屋さんなど、関
連産業の活性化も期待できるよ。

それはいいわね。でも、簡単に
うまくいく？
簡単とはいえないね。ただ、仮
にエコツアーを企画できなくて

も、地域の課題が明確になり、みん
なで共有できるようになる。「地域
の未来を一緒に考えよう」という人
たちのつながりがその地に誕生す
るから、今後の地域活性化に期待が
持てるようになるはずだよ。
地域の人たちが再び誇りを持って
いきいきと暮らすようになれば、産
地直送の事業や地域内の文化交流
なんかが生まれるかもしれない。
エコツアーカフェTOKYOの「葉っ
ぱで２億円稼ぐおばあちゃんたち」
で鹿熊勤さんが話してくれたけれど、
地域が元気になると、自治体の医療
費負担もぐんと下がるんだって。

わたしも、そのときのエコツ
アーカフェに行ったよ。

そうか、エコツアーカフェっ
て、人がつながる「場」でも

あったんだね。 
昔は、地域の人が気軽に集まれ
る場所や、共同作業を行う「結」

（ゆい）、「隣組」とかがふつうにあっ
たけれど、今は少なくなってきてい
る。エコツアーカフェは、沖縄の「ゆ
んたく」に近いのかもしれないけれ
ど、楽しくおしゃべりできて、人と人
とのつながりがそこで生まれれば、
きっと新しいことができるようにな
るはずだよね。
エコセンでは、いろんなところで「エ
コツアーカフェを始めませんか」っ
て言って回っているんだ。みんなが
集まれる場所をつくろうって。友達
になろうって。 

そうなれば楽しいね。また行き
たくなっちゃった。
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地域の特色ある自然・文化・
暮らしへの理解を深める旅行や
交流活動によって、地域の環境
保全や産業振興につながる、
仕組みづくりのこと。

エコツーリズムとは？
日本エコツーリズムセンターの定義

日本エコツーリズムセンターは、「エコツーリズムで地域を元気にしよう！」を合い言葉に、エコツー
リズムの第一線で活躍する実践者、研究者らが結集した日本初の全国ネットワークです。このネット
ワークを活用し、エコツーリズム普及の担い手となるガイドやコーディネーターの育成をはじめ、地域
支援、事業者支援、エコツアーファンを増やすための普及促進・広報活動などを行っています。

エコツーリズムで地域を元気 にしよう！
WE LOVE ECOTOURISM ! What is ecotourism ?
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日本エコツーリズムセンター設立記念シンポジウム

エコツアーガイド・コーディネーター養成講習会（静岡県）

エコツアーガイド養成講習会（土佐清水市）

養成講習会修了証

活動方針等を話し合うコンセプトワークを年4回実施 エコツー関連の情報を誰でも無料で発信で
きる。　www.eco-tour.jp

地域活性化のヒントと実例
をレポート。エコセンブッ
クレット（定価500円）

エコプロダクツ展。エコツーリズム＆アウトドアコーナーのプロデュース（2008）

日本初の震災エコツアー（宮城県栗原市） 災害復興支援（宮城県栗原市） エコツアーカフェ。東京、神戸、岐阜、沖縄、高知…エコツアーカフェを各地で

人材育成
エコツーリズム普及の担
い手となるガイドやコー
ディネーターを育成し、
地域のエコツーリズム力
をアップします。

エコツアーガイド養成
第一線で活躍する講師陣が
教える、実践を交えたカリ
キュラムです。すでにガイド
として活動中の人にはスキル
アップにつながります。

コーディネーター養成
地域でエコツーリズムを推
進するキーマンとなる地域
コーディネーターを、経験豊
富な講師陣が養成します。

地域・事業者支援
地域のエコツアーサイ
トなどを中心に「受け
地型」の活動に力を入れ、
地域の魅力を活かした
エコツーリズム推進の
お手伝いをします。

マーケティング、事業立案
エコツーリズムの導入・推進
を目指す自治体や事業者へ、
資源調査やマーケティング
などのコンサルティング、事
業計画の立案を行います。

講師派遣
エコツーリズム関連のシン
ポジウムやセミナーなどに、
全国で活躍する実践者・研究
者を派遣します。

地域協議会設立支援
「エコツーリズム推進法」に
そった地域協議会の設立を
支援します。

企業が取り組むエコツー
リズムや、ステークホル
ダーへの環境教育など、
環境関連のＣＳＲ活動を
サポートします。

研修、講師派遣
社員への自然体験研修や環
境教育の実施、環境シンポジ
ウム、セミナー、勉強会への
講師派遣を行います。

環境教育プログラムの作成
エコツアーや自然体験活動、
環境情報など、お客様に提供
する環境教育プログラムの
作成や実行の支援をします。

環境事業の支援、調整
環境経営を推進する企業の
事業立案、コンサルティング
をはじめ、地域との橋渡しや
調整を行います。

CSR支援
全国のエコツーリズム
推進団体や研究者と協
力して、エコツーリズム
関連の各種制度研究、
調査事業を行います。

認証制度の研究
エコツアー団体やエコツアー
ガイドの認証制度を研究し、
誰もが安心してツアーに参
加できる仕組みを考えてい
きます。

調査・研究受託
エコツーリズムに関する調
査・研究を自治体や企業など
から受託します。

調査・研究
エコツアーファンをダ
イレクトに増やすエコ
ツアーやカフェの実施、
最新のエコツーリズム
事例を紹介するシンポ
ジウムを開催します。

エコツアー
エコツアーの楽しさを多くの
人に実感してもらうために、
エコセン独自のツアーや協
賛ツアーを実施します。

エコツアー紹介
エコセンおすすめのエコツ
アーやガイド、地域などを紹
介し“はじめて”の人も安心し
て楽しめるようにします。

エコツアーカフェ
ゲストスピーカーを交え、エコ
ツアーの魅力を楽しく語り
合う場（カフェ）を展開しま
す。全国にエコツアーカフェ
を広げ、エコツーリズムを身
近なものにしていきます。

エコセンシンポジウム
地域での導入事例や世界の
エコツーリズム情報など、エ
コツーリズムに関する最新
事情をさまざまな角度から
探るシンポジウムやフォーラ
ム、ワークショップを開催し
ます。

普及促進
持続可能な社会の実現
に向けて、広報活動や
関連団体との連携に力
を注ぎます。

インターネットでの発信
エコセンのホームページや、
自然と環境のポータルサイト
「エコツアー・ドット・ジェイ
ピー」を使い、エコツーリズム
関連の情報を発信します。

メディアへの情報提供
マスコミ向けの情報発信や
イベントへの出展で、エコセ
ン団体会員の広報を支援し
ます。

展示会・イベント出展
展示会やイベント等に出展
し、エコツアーの普及や会員
の紹介を行います。

広報コンサルティング
事業者がより効果的に広報・
宣伝を行うためのコンサル
ティングを行います。

関連団体との交流
エコツーリズムが目指す持
続可能な社会の実現に向け、
関連団体と交流し、ネット
ワークを広げます。

エコセン世話人たちの
災害支援活動のノウハ
ウを最大限に活かし、
迅速な災害復興支援を
行います。

募金、ボランティア、情報発信
緊急に必要とされているもの
を迅速に提供します。

震災エコツアー
被災地を元気づけ、自然災害
を実感するツアーを実施。被
災地の支援や報道を風化さ
せることなく、持続していく
ための活動を行います。

調査研究
迅速な支援の方法、被災地の
持続的な発展をサポートす
るための調査・研究、ノウハ
ウの蓄積を行います。

誰もが安心して参加で
きるエコツアーになる
よう、エコセンの団体会
員向けに手軽で割安な
保険を提供します。

エコツアー保険
傷害保険と賠償保険の2種
類が同時に加入できる年間
包括タイプです。加入者が増
えると団体割引も適用され
るので、保険料の節約にもつ
ながります。

災害復興支援 保険 広報・ネットワーク

ECOCEN PROJECTS

地域を元気にするエコセンのプロジェクト

ECOTOUR CAFE
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エコツーリズムの導入事例を
聞いてみませんか？

自分たちと同じ悩みを抱えていた
地域や自治体が、どのように変わっ
ていったか。他の地域でのエコツー
リズムの導入事例を知ることは、自
分たちの地域の未来を探るうえで
重要です。地域の有識者の懇談会や
商工会議所のセミナー、自治体の勉
強会にエコセン世話人をお呼びく
ださい。

エコツアーカフェを地域で
定期的に開きませんか？

「エコツアーカフェ」は、地域の未来
に関心を持つ人たちが気軽に集ま
り、おしゃべりをする場。集会所や
既存のお店などを利用し、毎回テー
マを決めて集まるとよいでしょう。
若者たちと年長者、土地の者とＩ

アイ

ターンした人やよそ者が、立場や地
域を超えてつながることが、地域活
性化の原動力となります。地域で独
自に開始してもいいし、全国に広が
るエコセン世話人がゲスト講師とし
て初動のお手伝いに行くことも可
能です。
また、エコツアーカフェを始められ
た場合は、エコセンのHPやメールマ
ガジンで、広報の支援を行います。
「地域が何かを始めている」という
メッセージを地域の内外に広く伝え
ていくことが、地域の元気につなが
ります。

体験会やワークショップを
地域で実施してみませんか？

エコツーリズムの導入効果を「エコ
ツアー体験会」や「エコツーリズム・
ワークショップ」で、確認してみませ
んか？　地域の人たちを参加者にす
れば、反応や効果を楽しみながら実
感することができます。
また、地域の魅力の再発見や、エコ
ツアーのメニューづくりを地域の人

たちとともに行うワークショップな
ら、地域活性化のための道筋を、よ
り明確にすることができます。全国
に広がるエコセン世話人が、ガイド
や講師として出張します。

エコツアーガイドや
地域コーディネーターを
育てませんか？

地域内はもちろん、よそからも大勢
の来客を呼び、案内するには、エコ
ツアーガイドが必要です。また、地域
でエコツーリズムを広げ、育ててい
くには、地域の調整やネットワーク
づくりを行う地域コーディネーター
も欠かせません。コーディネーター
の仕事を理解することは、地域にエ
コツーリズムを導入するための全
体像を知ることにもなりますから、
コーディネーターを生業としたい人
はもちろん、自治体関係者の研修の
場としても最適です。
エコツアーガイドやコーディネー
ターの仕事を学ぶことは、地域の魅
力を発見する近道となるとともに、
お客様をもてなすためのホスピタリ
ティを学ぶ絶好の機会となります。

講師陣はエコセンおすすめの、エコ
ツーリズムの第一線で活躍する事
業者や研究者のうち、国内で最高レ
ベルの人たちです。

エコセンシンポジウムや
エコツーリズムの全国大会を
開催しませんか？

大勢の地域の人たちに、地域の課題
と目的意識を共有してもらうには、
少し大がかりなシンポジウムやエコ
ツーリズムの全国大会の開催が有
効です。エコセンの世話人や有識者
たちがパネラーとなって、地域の課
題や全国の話題を提供し、地域自治
体のやる気を一気にPRします。

エコセンの団体会員に
なりませんか？

団体会員になると、ネットワークが
ぐんと広がります。また、エコツアー
保険、モンベル社のアウトドア商品
の特別割引、エコセンHPでの広報、
エコツアー・ドット・ジェイピー「お
すすめエコ！」１カ月無料などの特
典も利用できます。

日本エコツーリズムセンターとともに、エコツアーをメジャーに、そして地域を元気にしましょう。
日本エコツーリズムセンターでは、エコツーリズムの普及と促進、環境の保全、

そして持続可能な社会の実現と戦争のない平和な社会を目指すために、
活動や志を共にする個人会員、団体会員、賛助会員を募集しています。

個人会員（普通会員）
■入会金：無料
■年会費：2,000円（1年間）
＊個人会員には議決権がありません。
■会員特典：エコツーリズム関連情報の提供、イベント
の優待、モンベルクラブ会員特典ほか

【モンベルクラブの会員特典とは？】
フレンドショップでの特別ご優待、フェリー・レンタ
カー割引、季刊会報誌「OUTWARD」のお届け、モンベ
ルクラブメンバーズポイントなど盛り沢山！ 日本エコ
ツーリズムセンターの個人会員になると、年会費2,000
円で、モンベルクラブ（年会費1,500円）会員特典がすべ
て利用できるようになります。

団体会員（普通会員）
■入会金：無料
■年会費：5,000円（年度単位）
 

賛助会員
■入会金：無料
■1口：40,000円（1年間）

＊団体会員、賛助会員には議決権がありません。

■会員特典（団体会員、賛助会員共通）
・エコツアー保険への加入資格
・モンベル商品の特別割引
・エコセンとエコツアー・ドット・ジェイピーのホーム
ページでの会員名紹介、リンク

・エコセンの印刷物等での会員名紹介
・イベント出展時等でのパンフ配布代行サービス
・エコツアー・ドット・ジェイピーの有料告知「おすすめ
エコ！」1カ月無料（通常：消費税込み3,150円）

入会申込書 申込日：　　年　  月  　日

□ 個人会員 2,000円　　　 　□ 団体会員 5,000円　　 　　□ 賛助会員 1口 40,000円×　 口＝　　　　　円

お名前　　　フリガナ
（ご担当者名）

モンベルクラブ会員No.（すでにお持ちの方はご記入ください）

生年月日 /性別＊個人会員のみ記入
　　　　　　大正　昭和　平成　　　　　年　　　　月　　　　日　　/　　男　　女
団体名 /部署名

ご住所
　　　　　　    

電話
　　　　　　　　-　　　　　-　　

Eメール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□モンベルクラブのメールサービスを希望しない

●下記口座にご入金後、入金先に□を記入し、この入会申込書を FAXまたは郵便でお送りください。
□ 三井住友銀行 目白支店　普通口座 6826522  トクヒ）ニホンエコツーリズムセンター
□ ゆうちょ銀行　振替口座 00150-2-543633  特定非営利活動法人　日本エコツーリズムセンター

ビル名・マンション名もお書きください市区
　郡

都道
府県□□□－□□□□

入会申込みはホームページからも可能です。

■エコツーリズムを活用した地域活性化のためのワークフロー例

www.ecotourism-center.jp

地域を元気にするエコセン活用例 ［入会案内］

エコセンと一緒に地域を元気にしよう！

エコツーリズムを活用した地域活性化のためのワークフロー例
【地域活性化の具体的な目標】 
　1.若者が地元に帰ってくる→地域の魅力の発見、産業の発展、サークル等の活発化
　2.年寄りが自分の居場所を持てる、仕事を持てる→誇りの回復
　3.地域の元気が周辺に知られる→他の地域との交流、都市住民との交流の活発化

【地域活性化のためのステップ】
　●以下のステップに沿って、日本エコツーリズムセンターが地域活性化の事業をお手伝いします。 

産業の誘致や施設の建設が地域活性化にはつながらない。「地元を愛する人を育て、自立すること」が、地域活性化のポイント

初年度

3～10年目

1～2年間

NATIONAL ECOTOURISM  CENTER

事業検討会

地域協議会の設立

エコツーリズム協推進議会の設立

内部勉強会

地元学を学ぶ

人材育成地域産業の復活

持続的な地域活性化へ

現地調査 地域への情報発信

商工会議所、青年会、地域リーダー、NPO代表者などキーマンとなる人材の組織化

実行委員会と外部専門家との会合。地域の課題、目標を共有化する

他地域の実例や地域活性化の方法を学ぶ

外部専門家による地域資源調査 「地域が元気になること」を講演会、セミナー、体験会で

地元の魅力を再発見するプログラムを実施

コーディネーター、ガイドの養成等同時に、都市NPOとの連携、Iターン、Uターンの促進なども

改善、事業の定着化

「エコツーリズム推進法」をベースにする協議会

行政、関連機関、NPO、実務部隊によるコアチーム

地域活性化実行委員会の設立

モデル事業の開発・実施

フィードバック、定着化
プログラム開発、モニターツアーの実施、地域交流の場づくり、広報宣伝活動の実施など

ECOCEN ACTIONS


